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●市役所電話（代表）
☎0422-45-1151

 交換手に各課の内線番号をお伝えください。
●困りごとの相談は 　市民相談専用電話 
　☎0422-44-6600
●あなたのご意見を 　市民の声専用FAX
　 0422-48-2810
●子どもを見守る　 安全安心メールの登録
　 maam@req.jp（空メールを送信）
●いつでも無料で 　防災無線の内容確認 
　☎0120-119-921（フリーダイヤル）

むさしのFM  78.2MHz
「おはよう! 三鷹市です」放送時間／月〜金曜日　10：20〜10：25 
「三鷹くちこみテレフォン」放送時間／木曜日　9：45〜9：55

「みる·みる·三鷹」J：COMチャンネル武蔵野・三鷹（地デジ11チャンネル）
第562号（12月15日〜12月31日）

人口と世帯　令和元年12月1日現在　（　）内は前月との増減

住民登録者数：188,512人（28人減 ）  男：92,239人（同 ）／女：96,273人（28人減 ）
世帯：94,889世帯（32世帯減 ）

映像で振り返る三鷹市政この一年／
大沢の里古民家企画展「日本各地のしめ飾り」
放送時間／月〜日曜日　9：00　12：30　20：00　23：30
※同番組は無料動画共有サイト「YouTube」でも配信しています。

　ルーペや双眼鏡、天体望遠鏡など、レンズを通すと、さまざまな世界を
拡大して見ることができます。近くのものと遠くのもの、それぞれ見たいも
のを拡大するには、レンズの形や組み合わせ
方が重要です。大きく見える仕組みを、レン
ズ製品とともに解説する企画展示です。
令和2年1月8日㈬〜2月16日㈰午前11時

〜午後6時30分（月・火曜日休館）
期間中会場へ

　戦中も精力的に創作を続けた太宰治です
が、昭和20（1945）年4月2日に疎開のため三
鷹を離れ、翌年11月14日に帰京するまでの間
に発表された作品数は10作を超えます。その
中に、『トカトントン』という、オノマトペ（擬
音語、擬声語、擬態語）をタイトルに用いた、
一風変わった名前の作品があります。同作は、
戦後の人々が抱く社会への「幻滅」と「虚無」を
間接的に語らせるところに、作者の感性が感
じられると高評価を得ました。
　戦後の太宰の胸中を表すかのように、作中
で繰り返される「トカトントン」。「音」を用いた太宰独特の世界観をお楽しみください。
12月17日㈫〜令和２年６月７日㈰午前10時〜午後5時30分

休館日：月曜日（休日の場合は開館し、その翌日と翌々日が休館）
期間中会場へ

月曜日を除く午前9時30分〜午後5時（月曜日が休日の場合は開館し、翌日と翌々
日休館）
300円、年間パスポート1,000円

※�中学生以下、障害者手帳持参の方とその介助者、校外学習の高校生以下と引率教
諭は無料。「東京・ミュージアムぐるっとパス2019」をご利用いただけます。
期間中会場へ

山本有三愛用のインバネスコートを初公開

　山本有三のご遺族から、今年4月に寄贈されたインバネス
を初公開しています。このインバネスは、銀座英國屋製のウー
ルと絹を使った上質な品で、「いいものを少し」を座右の銘に
していた有三の人柄を体現しています。和装姿の写真が数多
く残っている有三ですが、インバネスを羽織っている姿はほ
とんど残されておらず、貴重な資料です。
令和2年3月8日㈰まで

企画展　山本有三　翻訳ものの世界
　山本有三が時代ごとに手掛けた「翻訳もの」に焦点を当て
て、原作から吸収した要素によって有三ならではの作風を築
き上げていく様子を探ります。

第16回おはなし会
　作品は『ねずみのすもう』『なかよしゆきだるま』ほか。
2年1月18日㈯午後２時〜2時30分
小学校低学年以下のお子さん15人程度(未就学児は保

護者同伴)
当日会場へ(先着制)

　講師に芥川賞作家の柴崎友香さん（写真）をお迎えし、小説
を読み書きする中で積み重ねてきた「ほかの誰かの人生や、別
の時間や場所を想像する」経験と文学との関係について、同社
の編集者である山本充さんとの対談形式で伺います。
市、同社
令和2年2月8日㈯午後2時〜3時30分
220人（①事前申し込み190人、②当日30人）
同センター星のホール
①2年1月8日㈬（必着）までに必要事項（11面参照）、参加者全員（4人まで）の名

前・年齢を「〒181-8555芸術文化課」・ 29-9040・ geijutsu@city.mitaka.
tokyo.jpへ（1組1通。申込多数の場合は市民を優先して抽選）、②当日会場へ（先着
制。1時30分から入場券を配布）
※事前申し込みの当選者には1月中旬以降に入場券を発送します。

　市では、三鷹市在住の児童文学作家である神沢利子さ
んから寄贈された直筆原稿、創作メモ、スケッチ、図書
挿絵原画などの貴重な資料を基に、神沢さんの児童文学
の世界を伝える展示会「神沢利子さんのおくりもの」を毎
年開催しています。
　今年は、神沢さんの代表作『くまの子ウーフ』出版50周
年を記念して、「くまの子ウーフ」に関する資料を展示し
ます。
12月21日㈯〜令和2年2月2日㈰
期間中会場へ

◆主な展示物
　『くまの子ウーフ』『ウーフとツネタとミミちゃんと』の直筆原稿、未発表作品『ぼ
くのあし』のラフスケッチ（絵：井上洋介）、『くまの子ウーフ』文庫版原画(写真)、イ
ラストコラージュ「TOSHIKOワールド」ほか

◇プロフィル
　昭和48年、大阪府生まれ。平成12年に刊行した初の単行本『きょうのできごと』（咲
くやこの花賞）が16年に映画化。26年『春の庭』で芥川賞受賞。主な著作に『その街
の今は』（織田作之助賞大賞、芸術選奨文部科学大臣新人賞）、『寝ても覚めても』（野
間文芸新人賞、映画化）。近著に『千の扉』『待ち遠しい』など。

同施設（下連雀3-28-20三鷹中央ビル1階）☎26-9951

同サロン☎26-9150

同記念館☎42-6233

芸術文化課☎内線2912（当日は芸術文化センター☎47-9100）

三鷹図書館(本館)☎43-9151

のぞいてみよう！レンズの世界

「トカトントン」 —音を巧みに、心に残す

冬の山本有三記念館にお越しください

芥川賞作家の柴崎友香さん
による文学講演会 「小説と、想像すること」

天文・科学情報スペース新企画展

太宰治文学サロン新企画展示

三鷹市市制施行70周年 ㈱筑摩書房創業80周年記念

『くまの子ウーフ』日本の名
作文庫版（ポプラ社）表紙原
画（1977年）

『群像』（昭和22年1月　講談社）

2年3月8日
まで

『なかよしゆきだるま』

　ラグビーワールドカップ2019に続き、東京2020オリンピックでは7人制ラグビ
ーの会場となる東京スタジアムで、三鷹市、府中市、調布市が共同でラグビーフェ
スティバルを開催します。ジャパンラグビートップリーグチームの「プレシーズンマ
ッチ」や、7人制ラグビー日本代表によるエキシビション、交流イベントなどを行う
「セブンズまつり」をお楽しみください。
12月21日㈯午前10時〜午後3時、22日㈰午後1時〜3時
同スタジアム西競技場（調布市西町376-3）　 期間中会場へ

主な催し
◆プレシーズンマッチ（サントリーサンゴリ

アス 対 NECグリーンロケッツ）
21日午後1時キックオフ（午前10時開場）

◆セブンズまつり
　7人制ラグビー男子日本代表エキシビシ
ョン、選手との交流。
22日午後1時〜3時（正午開場）

ラグビーフェスティバル2019
同実行委員会事務局（三鷹市スポーツ推進課内）☎内線2933

サントリーサンゴリアスのプレシーズンマッチの様子

『くまの子ウーフ』出版50周年 展示会

三鷹
府中

調布 木のぬくもりあたたかい


